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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期

第２四半期連結
累計期間

第30期
第２四半期連結
累計期間

第29期

会計期間
自2022年１月１日
至2022年６月30日

自2023年１月１日
至2023年６月30日

自2022年１月１日
至2022年12月31日

売上高 （千円） 17,604,155 19,781,098 36,264,883

経常利益 （千円） 1,725,800 1,813,108 3,411,896

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 1,177,865 1,253,186 2,082,698

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,185,138 1,243,354 2,048,283

純資産額 （千円） 8,126,423 9,566,473 8,989,708

総資産額 （千円） 14,076,100 16,486,475 16,072,150

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 19.48 20.73 34.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 57.7 58.0 55.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 558,796 1,040,512 1,581,443

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △467,300 △962,101 △624,513

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △552,253 △665,437 △552,958

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 5,147,003 5,424,704 6,011,732

 

回次
第29期

第２四半期連結
会計期間

第30期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自2022年４月１日
至2022年６月30日

自2023年４月１日
至2023年６月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 9.12 9.22

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　なお、関係会社の異動は以下のとおりであります。

　第１四半期連結会計期間において、株式会社エランクルールを設立したため、連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染法上の位置づけが５類へ移

行するなど、各種行動制限が緩和され、経済・社会活動が徐々に正常化に向けて回復基調で進みました。その一方

で、長期化するウクライナ情勢をはじめとする不安定な世界情勢や円安の進行による、資源・エネルギー価格の高

騰を起因とする物価上昇などもあり、依然として、先行き不透明な状況は継続しております。

　当社グループが属する医療・介護業界につきましては、2023年７月１日現在、65歳以上人口が3,622万人、総人

口の29.1％（総務省統計局 人口推計－2023年７月報－）を占めるなど高齢化が確実に進行しており、当社グルー

プに係るサービスの市場規模はますます拡大するものと思われます。

　こうした環境の中、当社グループは、介護医療関連事業の主力サービスである「ＣＳ（ケア・サポート）セッ

ト」をより普及・拡大させるために、全国27ヶ所の本支店から、営業活動を施設（病院及び介護老人保健施設等）

に対して展開してまいりました。

　これにより、当社グループにおける当第２四半期連結累計期間の新規契約の施設数は158施設、解約施設数は47

施設となり、当第２四半期連結会計期間末のＣＳセット導入施設数は、前連結会計年度末より111施設増加し2,171

施設となりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は19,781,098千円（前年同期比12.4％増）、営業利益は

1,801,461千円（同5.1％増）、経常利益は1,813,108千円（同5.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

1,253,186千円（同6.4％増）となりました。

 

当第２四半期連結会計期間末における財政状態は以下のとおりであります。

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、16,486,475千円と前連結会計年度末と比べて414,324千円の増加と

なりました。このうち、流動資産は13,588,549千円と前連結会計年度末と比べて487,169千円の減少となりまし

た。これは主に、売掛金及び契約資産が175,510千円、貯蔵品が97,543千円、未収入金が48,413千円増加したもの

の、現金及び預金が587,026千円、商品が195,410千円減少したためであります。

　固定資産は、2,897,925千円と前連結会計年度末と比べて901,494千円の増加となりました。これは、有形固定資

産が10,854千円減少したものの、無形固定資産が10,738千円、投資その他の資産が901,609千円増加したためであ

ります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、6,920,001千円と前連結会計年度末と比べて162,440千円の減少とな

りました。これは主に、未払法人税等が16,798千円増加したものの、買掛金が109,185千円、その他（流動負債）

が81,824千円減少したためであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、9,566,473千円と前連結会計年度末に比べて576,764千円の増加と

なり、自己資本比率は58.0％となりました。純資産合計の増加は、主に利益剰余金の増加によるものであり、株主

に対する配当金の支払い666,589千円が生じたものの、親会社株主に帰属する四半期純利益1,253,186千円の計上に

より利益剰余金が586,596千円増加したためであります。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前連結会計年度末に

比べ587,027千円減少し、5,424,704千円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は1,040,512千円（前年同期比481,715千円の収

入増加）となりました。法人税等の支払いで576,989千円の資金が減少したものの、当第２四半期連結累計期間を

通じた営業活動により、1,617,466千円の資金が増加しました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は962,101千円（前年同期比494,801千円の支出

増加）となりました。これは主に、投資有価証券の取得による支出879,605千円、有形固定資産の取得による支出

74,526千円、無形固定資産の取得による支出16,950千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果使用した資金は665,437千円（前年同期比113,183千円の支出

増加）となりました。これは主に株主への配当金の支払664,786千円によるものであります。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 192,000,000

計 192,000,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月８日）

上場金融商品取引所名又は登録
認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 60,600,000 60,600,000
東京証券取引所

プライム市場

完全議決権株式

であり、権利内

容に何ら限定の

ない当社におけ

る標準となる株

式であり、単元

株式数は100株で

あります。

計 60,600,000 60,600,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年４月１日～

2023年６月30日
－ 60,600,000 － 573,496 － 543,496
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（５）【大株主の状況】

  2023年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

櫻井　英治 長野県東筑摩郡山形村 12,000,000 19.80

中島　信弘 長野県松本市 9,240,000 15.25

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海１-８-12 5,453,000 9.00

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２-11-３ 5,340,300 8.81

株式会社ＳＡＫＵＲＡコーポレー

ション
長野県東筑摩郡山形村2558-３ 3,760,000 6.20

株式会社Ｎ－Ｓｔｙｌｅ
東京都千代田区九段南１-５-６

りそな九段ビル５階KSフロア
3,160,000 5.21

株式会社ＥＳ
長野県東筑摩郡山形村2605　

PLAISIRB103
1,960,000 3.23

NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE THE

HIGHCLERE INTERNATIONAL

INVESTORS SMALLER COMPANIES FUND

(常任代理人　香港上海銀行東京支

店)

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON

E14 5NT, UK

（東京都中央区日本橋３-11-１）

822,300 1.36

佐藤　幸夫 長野県東筑摩郡山形村 600,000 0.99

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE

FIDELITY FUNDS

（常任代理人　香港上海銀行東京支

店）

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON

E14 5NT, UK

（東京都中央区日本橋３-11-１）

600,000 0.99

計 － 42,935,600 70.85

（注）上記株式会社日本カストディ銀行（信託口）、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）の所有株式数の

うち、信託業務に係る株式数は、それぞれ5,453,000株、5,340,300株であります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 60,568,700 605,687 －

単元未満株式 普通株式 30,400 － －

発行済株式総数  60,600,000 － －

総株主の議決権  － 605,687 －

（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」の欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２．「完全議決権株式（その他）」の普通株式数には、「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付信託（J-

ESOP）」の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式137,800株（議決権

の数1,378個）が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社エラン
長野県松本市出川町

15-12
900 － 900 0.00

計 － 900 － 900 0.00

（注）１．「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付信託（J-ESOP）」の信託財産として株式会社日本カストディ銀行

（信託Ｅ口）が所有する当社株式137,800株は上記に含めておりません。

２．当社は、単元未満自己株式69株を保有しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,036,023 5,448,997

売掛金及び契約資産 4,246,702 4,422,212

商品 1,242,037 1,046,626

貯蔵品 89,609 187,153

未収入金 2,858,068 2,906,482

その他 82,090 104,832

貸倒引当金 △478,813 △527,755

流動資産合計 14,075,718 13,588,549

固定資産   

有形固定資産 561,475 550,621

無形固定資産 92,472 103,210

投資その他の資産   

その他 1,396,091 2,287,909

貸倒引当金 △53,608 △43,815

投資その他の資産合計 1,342,483 2,244,093

固定資産合計 1,996,431 2,897,925

資産合計 16,072,150 16,486,475

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,567,979 5,458,793

未払法人税等 594,575 611,373

その他 849,335 767,511

流動負債合計 7,011,890 6,837,679

固定負債   

株式給付引当金 20,358 25,183

役員株式給付引当金 49,757 57,138

その他 434 －

固定負債合計 70,551 82,322

負債合計 7,082,441 6,920,001

純資産の部   

株主資本   

資本金 573,496 573,496

資本剰余金 543,496 543,496

利益剰余金 8,111,868 8,698,464

自己株式 △194,096 △194,096

株主資本合計 9,034,764 9,621,360

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △45,055 △54,887

その他の包括利益累計額合計 △45,055 △54,887

純資産合計 8,989,708 9,566,473

負債純資産合計 16,072,150 16,486,475
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 17,604,155 19,781,098

売上原価 13,149,190 15,069,586

売上総利益 4,454,965 4,711,512

販売費及び一般管理費 ※ 2,741,429 ※ 2,910,050

営業利益 1,713,536 1,801,461

営業外収益   

固定資産売却益 154 －

助成金収入 － 5,198

受取遅延損害金 6,463 6,495

投資事業組合運用益 240 －

経営指導料 2,100 2,100

その他 3,305 4,224

営業外収益合計 12,264 18,019

営業外費用   

固定資産除却損 － 2,069

投資事業組合運用損 － 4,303

営業外費用合計 － 6,372

経常利益 1,725,800 1,813,108

税金等調整前四半期純利益 1,725,800 1,813,108

法人税、住民税及び事業税 515,369 588,984

法人税等調整額 32,566 △29,062

法人税等合計 547,935 559,921

四半期純利益 1,177,865 1,253,186

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,177,865 1,253,186
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益 1,177,865 1,253,186

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 7,273 △9,831

その他の包括利益合計 7,273 △9,831

四半期包括利益 1,185,138 1,243,354

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,185,138 1,243,354

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,725,800 1,813,108

減価償却費 63,836 76,504

のれん償却額 9,771 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △30,339 39,149

株式給付引当金の増減額（△は減少） 2,157 4,825

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 13,412 7,380

受取利息及び受取配当金 △31 △35

固定資産売却損益（△は益） △154 －

投資事業組合運用損益（△は益） △240 4,303

固定資産除却損 － 2,069

売上債権の増減額（△は増加） △328,406 △201,315

棚卸資産の増減額（△は増加） 162,047 97,866

その他の流動資産の増減額（△は増加） △25,695 △35,042

仕入債務の増減額（△は減少） △175,754 △109,185

未払金の増減額（△は減少） △117,557 △47,915

その他の流動負債の増減額（△は減少） △136,266 △32,887

その他 1,295 △1,358

小計 1,163,874 1,617,466

利息及び配当金の受取額 31 35

法人税等の支払額 △605,109 △576,989

営業活動によるキャッシュ・フロー 558,796 1,040,512

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △24,291 △24,292

定期預金の払戻による収入 24,291 24,291

有形固定資産の取得による支出 △191,581 △74,526

有形固定資産の売却による収入 320 －

無形固定資産の取得による支出 △13,625 △16,950

投資有価証券の取得による支出 △200,775 △879,605

敷金の差入による支出 △60,772 △9,734

敷金の回収による収入 33 18,738

その他 △898 △21

投資活動によるキャッシュ・フロー △467,300 △962,101

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △554,554 △664,786

自己株式の増減額（△は増加） 2,952 －

リース債務の返済による支出 △651 △651

財務活動によるキャッシュ・フロー △552,253 △665,437

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △460,756 △587,027

現金及び現金同等物の期首残高 5,607,760 6,011,732

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 5,147,003 ※ 5,424,704
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、株式会社エランクルールを新たに設立したため、連結の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項

に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する

ことといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（追加情報）

（株式給付信託（BBT）について）

（1）取引の概要

　当社は、取締役（監査等委員である取締役及びそれ以外の取締役のうち社外取締役であるものを除く。）及び

執行役員（以下、「取締役等」といいます。）の報酬と当社の業績及び株式価値との連動性をより明確にし、取

締役等が株価上昇によるメリットのみならず、株価下落リスクまでも株主の皆様と共有することで、中長期的な

業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的として、業績連動型株式報酬制度「株式給付信

託（BBT）」（以下、「本BBT」といいます。）を導入しております。

　本BBTは、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、当社の取締役等に対して、当

社が定める役員株式給付規程に従って、当社株式及び当社株式を時価で換算した金額（以下、「当社株式等」と

いいます。）相当の金銭が信託を通じて給付される業績連動型株式報酬制度です。なお取締役等が当社株式等の

給付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時となります。

 

（2）信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く）により、純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末及び当第２四半期連結会計

期間末時点で140,590千円、100,000株であります。

 

（3）会計処理の方法

　「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　2015

年３月26日）に準じて、総額法を適用しております。規程に基づき役員に付与したポイント数を基礎として、費

用及びこれに対応する引当金を計上しております。

 

（株式給付信託（J-ESOP）について）

（1）取引の概要

　当社は、当社及び当社子会社の従業員（以下、「従業員」といいます。）に対する福利厚生制度を拡充させる

とともに、従業員の経営参画意識の向上を図ることを目的として、従業員向けインセンティブ・プラン「株式給

付信託（J-ESOP）」（以下、「本J-ESOP」といいます。）を導入しております。

　本J-ESOPは、あらかじめ当社が定めた株式給付規程に基づき、従業員が受給権を取得した場合に、当社株式を

給付する仕組みです。

　当社は、従業員に対し、勤続年数等の各人の貢献度に応じてポイントを付与し、受給資格を取得した従業員に

対し、付与されたポイントに相当する当社株式を給付いたします。従業員に対し給付する株式については、あら

かじめ当社が信託設定した金銭により信託銀行が将来給付分も含めて取得し、信託財産として分別管理すること

となります。

 

（2）信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く）により、純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末及び当第２四半期連結会計

期間末時点で53,146千円、37,800株であります。

 

（3）会計処理の方法

　「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　2015

年３月26日）に基づき、総額法を適用しております。規程に基づき従業員に付与したポイント数を基礎として、

費用及びこれに対応する引当金を計上しております。
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（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2022年１月１日
 　至 2022年６月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2023年１月１日
 　至 2023年６月30日）

給与手当 1,056,658千円 1,139,195千円

貸倒引当金繰入額 111,855 154,328

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2022年１月１日
至 2022年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2023年１月１日
至 2023年６月30日）

現金及び預金勘定 5,171,295千円 5,448,997千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △24,291 △24,292

現金及び現金同等物 5,147,003 5,424,704

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年３月23日

定時株主総会
普通株式 545,391 ９ 2021年12月31日 2022年３月24日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託（BBT及びJ-ESOP）が保有する当社株式に対する配当金1,260千円が含ま

れております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年３月24日

定時株主総会
普通株式 666,589 11 2022年12月31日 2023年３月27日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託（BBT及びJ-ESOP）が保有する当社株式に対する配当金1,515千円が含ま

れております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年６月30日）

　　当社グループは、介護医療関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年６月30日）

　　当社グループは、介護医療関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

　当社グループは、介護医療関連事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益の区分は概ね単一であ

ることから、収益を分解した情報の重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日
至　2022年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年６月30日）

１株当たり四半期純利益 19.48円 20.73円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
1,177,865 1,253,186

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益（千円）
1,177,865 1,253,186

普通株式の期中平均株式数（株） 60,459,460 60,461,231

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利

益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益の算定上、控除する自己株式に含めている信託に残存する自社の株式数は、前

第２四半期連結累計期間139,571株、当第２四半期連結累計期間137,800株であります。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 
 

2023年８月８日
　

 

株 式 会 社　エ　ラ　ン

　取　締　役　会　御中
　
 

有限責任監査法人　トーマツ

　　　長　野　事　務　所
 
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 陸　田　　雅　彦

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小　堀　　一　英

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エラン

の2023年１月１日から2023年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年６月30

日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エラン及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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